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このプレビューでは表示されない頁があります。



2. 新しい地形図の表現を知る



地形図図式と記号（国土地理院発行2万5千分1地形図）
（上：「飯田」（平成27年10月調製、平成25年2万5千分1地形図図式）、下:「時又」（平成19年更新））

　地形図上の赤線は多色刷新図式の「飯田」と三色刷図式の「時又」の接合部を示している（表示範囲は左ページ下部にある索引図 部分）。2
万5千分1地形図の図式は、昭和61年図式（カバー袖参照）が整理され、平成14年に新しい図式が定められた。「老人ホーム」、「博物館・美術
館」、「図書館」、「風車」は新たに定められた記号である。さらに平成25年に新しい図式が定められた。市街地や集落は赤色系が施され、高速
道路（番号表記の変更を含む）・国道・都道府県道の種別ごとに色別された。地形図の特徴ともいえる地勢は等高線とともに緑色系の陰影が加え
られた。これまで刊行されてきた地形図と区別するために多色刷2万5千分1地形図と呼ばれている。この地域の地形図の読図については本文
で記している（第6章6.2参照）。  印は本文図6‒6‒4の撮影方向。
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はじめに

この本は大学で地理学や地域に関する学問（地域学、地域政策学、観光学、地域環境学、エリアス

タディーズなど）を学ぼうとする学生の皆さんが、学習・研究にあたって心得ておくべき基本的事項

とその技術をコンパクトにまとめたハンドブックです。2012年に新しいタイトルと内容構成で一新

した『ジオ・パルNEO―地理学・地域調査便利帖』ですが、すでにそれから5年経ちました。その間

に大学での地理学やその関連分野での研究内容が変化し、手法の革新も見られます。高等学校「地理」

では、文科省が2015年 11月に「地理総合」を「歴史総合」とともに必修科目とすることを決定し、今

後ますます大学での地理学も重要性を増してくるでしょう。

学生の関心も都市の機能分析や地形発達史のようなオーソドックスなものから、まちづくり、農

商工連携、介護福祉などのサービス、地域再生、環境、多様化するツーリズム、世界遺産・ジオパー

ク、文化産業などの分野に、関心が向かっています。それでも地理学の基本となる見方・考え方・技

術・手法には確固としたものが底流として存在します。その“勘どころ”となる学習・研究のための情

報を、できるだけ網羅的かつ詳細に提示しようというのがこの本の四半世紀の歴史＊のなかで貫いて

きた哲学です。大学レベルの教科書でこれほど息の長い本自体が珍しいのですが、それは本書が多く

の大学での地理学の基礎と応用を学ぶための定番のテキストとして、大学を卒業して社会に出てから

も参照されてきたことの証でもあると自負しています。最初にこの本を企画された浮田典良先生が鬼

籍にはいられて12年になります。その意志を引き継いで、常に新しい要素を取り入れながら、図表

も入れ換えて今回の改訂を進めて参りました。

今回の改訂のチャームポイントは以下の4点です。

1． 全体を「イントロ」、「スタディ」、「アドバンス」の3部構成にして、さまざまな学部、コースの

学生のレベルに対応できるようにしたこと。これは文科省が現在推進しているアドミッション

（入口）、カリキュラム（内容）、ディプローマシー（出口）に対応します。

2． 現在の学生の関心や知識量を考慮して、よりわかりやすく、入門しやすい本をめざしたこと。

とくに地域学部・観光学部のような新しく誕生した学部での利用や、教員免許取得のための地

理学の基礎を学ぶ人のための配慮をし、巻末には索引をつけました。

3． カラー口絵「ようこそ地図・グラフィックの世界へ」を一新し、大学生として知っておくべき主

題図や地形図、最先端のグラフィック世界の一端を紹介したこと。

4． 日進月歩の地理情報システム（GIS）、国土地理院の地図類（電子国土基本図、地理院地図）、さ

まざまな情報検索術を、高価なソフトウェアを用いることなく利用できるノウハウを重点的に

解説したこと。

この本を利用される皆さんは、まず「イントロ」（導入）を読んで大学での地理学が高校の地理とは

どう違うかを理解するのがいいでしょう。高校「地理」と大学「地理学」の接続を図ること、大学で学

ぶ地理学や地域に関する学問分野にはどんな専攻・コースがあり、そこでどんなことが教授されるの
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かを俯瞰すること、大学で地理学やその関連分野を学んだ後、それをいかに就職や社会で活かすこと

ができるかという入口と出口の問題が第1部の「イントロ」です。

第2部の「スタディ」（本編）はこの本の心臓部です。それぞれの専攻・専修・コースなどで、ぜひ

知っておくべき内容、レポートや卒業論文を書く際の心得などを厳選して提示しました。大学学部生

向けテキストとしては盛りだくさんで、図表も満載されています。教える側では適宜取捨できる配慮

もしました。さらに詳しく学ぶ際のヒントや文献も数多く掲載していますので参照してください。

最後の第3部「アドバンス」（展開）は現代地理学の動向や学界の流れ、さらに大学院に進学して研

究を進める際に有用な情報、地理学の応用的側面などを盛り込みました。専攻・コースによってはこ

の部分は省いていただいて構いませんが、本格的に勉強・研究しようとする場合は、ぜひこの部分を

手がかりに、地理学の大きな裾野にチャレンジしてください。

『ジオ・パルNEO』初版の刊行後、おもに自然環境関係やGISを中心に協力いただいた河角龍典氏

が 2015 年春に夭折されたことは痛恨の極みでしたが、今回新たに山田周二氏に加わっていただき、

より教育の面に特化して、この分野を中心に全面的に内容を改めることになりました。

この本の特色は海青社の編集スタッフをまじえて、内容の選択や図版、提示する資料について議論

を重ねたことで、そういう意味では分担執筆ではなく、全体が共著となっています。

本書はもともと、大学で地理学を専攻・専門に学ぼうとする学生や、教員免許取得のために教科に

関する専門科目として地理学を履修する学部生を念頭に置いて編集した教科書です。しかし、小学

校、中学校、高等学校等で、社会科や地理歴史科、公民科を担当している教員の方や、自治体やシン

クタンクでも参考になるでしょう。また、初等・中等教育での「総合学習」で、環境や地域調査、国

際化や情報化など、さまざまなテーマを考える際の具体的な手がかりも本書から得られます。環境問

題や高齢化社会の福祉など具体的に地域で考え、実際に政策を立案したりする際にも、この本で学ん

だ手法が役立つでしょう。さらに、地理学や地域に関心をもった一般読者や他分野の研究者にも、地

理学という学問の性格と特色の一端を伝えることができれば望外の喜びです。

グローバル化・情報化が円熟してきた現在、どのような学問を学ぶにあたっても、これまで以上に

学問の壁をとりはらって総合することが要請されています。地理学の大きな特色の1つは、その間口

がきわめて広いことで、その学習・研究に必要な基本事項を網羅しようとすれば際限がありません。

その“知識の海”から何を精選するのか、われわれは何度も議論しましたが、まだまだ改善の余地があ

ります。今後も鋭意、内容をアップデートして改良し、より優れた教科書、便利帖として進化してい

きたいと考えています。お気づきの点があれば、出版社、著者までお知らせいただけたら幸いです。

  2017 年 3 月　早春の比良と淡海の斜映のなかで

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　著者を代表して　野　間　晴　雄

＊① 浮田典良編『ジオグラフィック パル―地理学便利帖（1994-95年版）』1993年 11月。初版：白表紙。
② 浮田典良編『ジオグラフィック パル―地理学便利帖（1998-99年版）』1998年 3月。改訂増補版：濃青表紙。
③  浮田典良・池田 碩・戸所 隆・野間晴雄・藤井 正編著『ジオ・パル21―地理学便利帖』2001年 3月。第1刷～

第4 刷：赤表紙。
④  野間晴雄・香川貴志・土平博・河角龍典・小原丈明編著『ジオ・パルNEO ―地理学・地域調査便利帖』2012年

3月。初版第1～第2刷：緑表紙。
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10 イントロ

第1章　これから地理学を学ぶ人のために
本章はこの本全体のオリエンテーションの役割をもっている。読者は「はじめに」と本章をまず読んで、

この本の全体像や基本姿勢を理解してほしい。高等学校で「地理」を履修しなかった人でも、迷うことなく

入っていけるように配慮した。この本を手にする多くの人は、大学で地理学やその隣接関連分野を系統的に

学ぼうとしている大学生だろう。1.では地理学で身につく考え方や技術をごく基本的なことがら・概念から

ざっくり眺めてみる。2.では大学で学ぶ地理学と、高校までの「学校地理」との相違をみるため、小学校の

地理的内容、中学校の地理的分野、高等学校「地理」で取り上げる事項を列挙・比較してみる。本章は地理学

の基本的考え方やスキルを知りたいと思っている小学校・中学校・高等学校の教員、さらには地理に関心あ

る一般読者のための導入部ともなっている。そのため、この章だけは、鍵となる地理学の基本用語や概念に

英訳を意図的に多く付し、かつ太字で強調している。その語の詳しい意味は、地理学辞典や概説書でぜひ確

認してほしい。

1．地理学で身につく考え方と技術・技能

（1） 地理学とはどんな学問か

ごく卑近なわかりすい話題から 地理学geographyの門をたたいてみよう。これまでの読者の地理学

に対するイメージは次の4つのいずれかではなかろうか。

① 地名が多く出てくる。② 地図とかかわる。

③ 旅や探検、未知の世界にかかわる。④  環境とかかわる。

地理学で扱う対象は、地形や気候・植生から動物・家畜、人口、農業や商工業などの諸産業、村落・

都市などの場、交通や通信・情報といった流れ、衣食住から宗教まで、間口はたいへん広い。地表

the surface of the earthに存在するものなら、それが位置 location、場所place、地域regionとむすび

つくかぎり研究対象となるといってもいい。さすがに宇宙や地球の奥深いところにあるマグマなどは

地理学の対象外だが。

かつて地理学は諸科学の母といわれ、哲学や歴史と並んで古い伝統を誇る学問である。その起源は

ギリシャ・ローマ時代まで遡れる。この文脈での地理学は、土地を描くgeo-graphiaに発祥する、場

所やそこで生起するあらゆる自然・社会現象を記述する学問全般の総称である。そこから天文学、地

質学、海洋学、生物学、生態学などが分かれていった。古来、地理学では記載/記述descriptionが重

んじられた。時間に関わる出来事・事象は歴史、場所に関わる事象は地理の領域とされた。しかしこ

こでいう地理学は近代の学問体系としての地理学とは一部は重なるものの、決して同じでない。

上の③の未知の世界を知ろうとする人間の欲求は、その地域・場所に関わる情報 ―たとえばそこ

に行った人の探検旅行記など ―という得体の知れないものを集める。幸運にもその場所に実際に行

くことができれば、植物や岩石を集め標本として持って帰ったり、絵として記録ににとどめたり、文

章でその態様を表現したりすることが可能となる。気温や湿度を測り、海の色や潮流を観察し、雄大
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第2 章　大学で学ぶ地理学

大学で地理学を学ぶための情報提供がこの章の役割である。1.では地理学を専門とするコースがある4 年
制大学を中心に、どの大学で地理学が学べるのかを紹介し、その制度や現況について述べる。2.では地理学
の専門課程や学際系学部のカリキュラムをとりあげ、その内容や履修のための注意・参考事項を記す。全国
の大学は1990年代以降の大きな変革（大学設置基準の大綱化、大学院重点化、学校教員養成課程の改組）や
近年の地域系学部の新設などの渦中にあり、地理学関連科目も大幅な学部・学科改組や大学院の拡充が進行
しており現況ははなはだ流動的であることを断っておく。

1．地理学を専門的に学ぶ

1.1.  大学における地理学の源流

大学での地理学を体系的に学ぶ場としては、 文学部・ 理学部・ 教育学部・その他の学部の4つに大

きく分かれる。地理学が自然・人文両方にまたがるという性格を反映して、わが国の4年制大学の地

理学専門課程は、理学部に置かれている場合と文学部に置かれている場合が多い。国公立大学の場

合、東日本では地理学専門課程が理学部におかれて 地形学・ 気候学・ 水文学などの 自然地理学が中心

となる場合が多く、また西日本では多くが文学部に置かれ、 人文地理学の比重が大きい。その源をた

どると、わが国で最も早く1907年に地理学教室が開設された 京都帝国大学が文科大学（文学部）史学

科に地理学専攻が置かれたのに対し、 東京帝国大学では1911年に地理学講座が、1919年に地理学科

が、理科大学（理学部）に設置されたことに由来している（第12章の表12-2-1参照）。

あとひとつの大きな流れが教員養成を目的とした学校の地理学である。旧制の小学校教員養成は師

範学校（男女別）、中等学校の教員養成は高等師範学校・女子高等師範学校で行われた。そこでは地理

が歴史と並ぶ重要科目であり、カリキュラムも本格的なものであった。1943年に専門学校に昇格し

た師範学校は、戦後の学制改革で国立大学の教育学部または教育大学となった（当初は学芸学部・学

芸大学と呼ばれていた大学が多い）。1990年代以降、少子化等の影響により学校教員養成課程が縮小

されたのに伴い、教育学部の名称が発展的に教育文化学部・教育人間科学部などに変更され、課程の

改組が進んだ。その結果、「地域」・「環境」・「情報」・「国際」などの名称、あるいはそれらを組み合

わせた字面だけでは実態がつかみにくい課程・コース、いわゆるゼロ免課程に地理学の教員が張り付

いている場合も多い。さらに近年では、学校教員の大量退職に対応する形でゼロ免課程をなくして再

び教員養成に特化する大学や、ゼロ免課程を中心に改組し、地域の諸問題に取り組む「地域」の名称

を冠した学部が新たに設けられてきている。

なお、東京・広島にあった中等学校教員養成の男子 高等師範学校、東京・奈良にあった 女子高等師

範学校は、戦後、東京教育大学（理学部）、広島大学（文学部・教育学部）、お茶の水女子大学（文教育

学部）、奈良女子大学（文学部）となり、規模の大きな地理学教室となった。
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第 2ステップの「スタディ」は、上記の8つの章から構成されています。いずれも

初学者が無理なく学べるように留意して、地理学の基礎となる知識・情報・技術を記

述するように努めました。

これらの章を通じて皆さんは、地理学の奥深さ、面白さ、そして大いなる応用性や

可能性に気付くに違いありません。また、地域経済学、地域社会学、地域環境学、地

域政策、観光学など、さまざまな関連分野を学ぶときにも、地理学の基礎知識が多く

の場面で活用できることに気付くでしょう。

地理学の研究成果は、それと触れあわないで日常生活が送れないほど現在社会を生

きる我々にとって必須のアイテムになっています。それに気付いていない現代人は多

いのですが、それは地理学の基礎が我々にとって「空気」のように不可欠な存在であ

り、それが無くては不便を極めてしまうことを意味しています。

たとえば、スマートフォンやカーナビゲーションでの現在地や目標物の確認、新聞

やテレビのニュースや歴史教科書に出てくる略地図、地域防災マップ、詳細な各地の

天気予報情報、これらは地理学の研究成果なしでは不可能なものばかりです。

このように大切で欠かすことのできない知識や技能を、本書を紐解きながらしっか

りと身につけ、現代を生き将来を背負う国際人として教養と実践力のある人になって

ください。
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第4章　地理学の諸分野と地域区分の概念

地理学はどのような分野に分けられているのだろうか。興味や関心を持てる分野に誰もが辿りつけるのだ
ろうか。地理学の研究対象は、国や地域、そして時代によっても異なっているが、非常に多岐にわたってい
ることは確かである。それは地理学の研究対象が地球上のあらゆる場所で見出せるからにほかならない。ま
ずは自分の趣味や関心事を考えてみよう。たとえば、登山が好きな人であれば地形学で山岳地形を研究でき
るし、鉄道や飛行機の好きな人であれば交通地理学、ショッピングが好きならば商業地理学や流通地理学が
それぞれ研究できる。好きなことを研究すれば、自信と専門知識を持って好きな仕事に就ける可能性も高く
なる。この章では、地理学の多様な研究分野を、日本地理学会の名簿、新旧の『地理学文献目録』をもとに
解説する。また、地域調査に不可欠な地域区分の概念についても分かり易く説明する。

1．地理学の分野の分け方

1.1.  伝統的な分野の分け方

地理学は通常、 系統地理学（一般地理学）と 地誌学（特殊地理学）に大別される。前者は地域の特色を

構成している要素を分析的に取り上げ、後者は個々の具体的地域を総合的に取り上げる。これらの両

方が互いに補完して地理学を構成している。事実、地理学の学術専門雑誌に載った研究論文のタイト

ルをみると、それが分かる。純粋に系統地理学または地誌学のいずれかだけに属する研究は稀で、大

半の研究実例は、両者が補完し合ったものである。たとえば「〇〇における△△の研究」という論文

タイトルであれば、「〇〇における」の部分は、地誌学的に事例地域を限定するものであり、「△△の

研究」の部分は、テーマを絞り込む役割を果たしていて系統地理学的である。

系統地理学はさらに、自然地理学と人文地理学の 2つに分けられる。自然地理学は、地形学、気候

学、水文学などの自然現象を主に扱う研究分野である。他方、人文地理学は、農業地理学、工業地理

学、交通地理学、観光地理学、人口地理学、都市地理学、社会地理学、文化地理学など、人類の活動

を主に扱う研究分野である。

そのほかに、歴史地理学という分野もある。地理学の主な研究対象は、通常は現在（または現在に

つながる少し前）の地域であるが、数十年～数千年前の地域を扱うのが 歴史地理学である。歴史地理

学では歴史学との交流も盛んで、数千年前の環境復原では古代史や考古学との接点も多い。さらに歴

史地理学は、系統的歴史地理学と地誌的歴史地理学（歴史地誌学）とに分けられる。もちろん、系統的

かつ地誌的な研究も珍しくない。

以上のような分野分けは、あくまで一般通念を述べたものであり、国や地域、時代、研究者によっ

ては異説もある。さらに、近年における社会情勢の変化、地理学そのものの変化が相まって、自然

地理学と人文地理学の両方に深く関わる研究分野にも、多くの研究者が取り組むようになってきた。

たとえば 環境地理学や 地理情報システム（GIS）は、自然・人文の一方だけに含めることが困難である。

また、地域開発や都市計画など周辺諸領域との関連性が高い分野は、地理学に含めるべきか否かで意
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第5章　地理学研究のための基本文献
と情報検索

分野を問わず、研究を進めるためには、単行本や論文などに目を通しておく必要がある。それが自分の研
究の位置づけや目的設定のために不可欠だからである。本章では、まず初学者のために「講座」・「大系」と
いうようなシリーズ形態で出版された、比較的新しい書籍を紹介する。また、これらの中に出てくる専門用
語や地名に関して詳しく知ろうとするときに参照すべき「辞典」類を挙げる。少し慣れると、興味や関心のあ
る分野の単行本や論文を読むことが必要になるが、こうした文献を検索するための「文献目録」類についても
紹介する。最後に、近年において著しい発展を遂げたインターネットを介した情報検索について解説する。
これらのツールを駆使して、自分の研究を進めていくための手がかりを、積極的につかんでいってほしい。

1．講座・大系・辞典類

1.1.  講座・大系類

ここでは、1990年以降に刊行開始または刊行完結したシリーズ（未完のものについては刊行開始年

を基準にした）について記載した。それ以外については、全巻数が不詳かつ未完と思われるものを含

めて主要なものをピックアップし、講座・大系の名称や出版社などの情報を記すにとどめた。出版年

が古いものについては、既に書店等で入手不可能なものもあるが、必要な場合は図書館を活用して積

極的に文献と対面してほしい。その際、国立国会図書館の資料検索システム NDL-OPACも有用であ

る。古い 講座本であっても、巻ごとの詳細がある程度わかるからである。

（ 1 ）『地理学講座』全6巻　古今書院　1987～1991年　
（ 2 ）『大学の地理学』（翻訳本） 全 3巻　古今書院　2000～2001年
（ 3 ）『地理学基礎シリーズ』全3巻　朝倉書店　2007～2008年
（ 4 ）『東京学芸大学地理学会シリーズ』全4巻　古今書院　2007～2009年
（ 5 ）『自然地理学講座』全5巻　大明堂　1978～1990年
（ 6 ）『日本の自然』全8巻　岩波書店　1994～1997年
（ 7 ）『人文地理ゼミナール』全8冊　大明堂　1964～1991年
（ 8 ）『日本の地形』全7巻　東京大学出版会　2000～2006年
（ 9 ）『日本の地質』全9巻＋増補版＋別巻　共立出版　1986～2005年
（10）『日本の歴史災害』全6巻　古今書院　2006年
（11）『地理教育講座』全4巻　古今書院　2009年
（12）『シリーズGIS』全5巻　朝倉書店　2009年
（13）『地図で読む百年』全10冊　古今書院　1997～2006年
（14）『日本の地誌』全10巻　朝倉書店　2005～2012年
（15）『歴史のふるい都市群』全12巻　大明堂　1984～1997年
（16）『図説大百科 世界の地理』全24巻　朝倉書店　1996～2000年
（17）『世界地誌シリーズ』全4巻　朝倉書店　2011年
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第12 章　地理学の歩み

地理学が海外と日本でいかに発達してきたかを概観し、かつ、近・現代の地理学を理解するため重要な地
理学やその関連分野の研究者を簡略に紹介する。1.では古代以来の 地理学史について地図を主たる素材とし
て地理的認識の発達からたどる。2.と3.は年表や図をまじえて、海外と日本における近・現代地理学の流れ
を概観する。4.は著名な地理学や関連分野で重要な貢献をした研究者を、人名事典風に紹介する。19世紀
以降の著名な地理学者に加えて、現在、地理学辞典にもまだ掲載されていない気鋭の海外の研究者も含まれ
る。ただし日本については物故者に限定したので十分な数ではないが、3.の年表を手がかりにして探究を進
めて欲しい。研究入門書のため、学説の論争や分野別・テーマ別の研究史などには触れず、その文献もあげ
ていない。人名の解説の後の◇は代表的著作である。翻訳がある場合に紙幅の関係で邦訳名のみあげた場合
が多いが、原著の刊行年は記した。古い出版社は省略してあるが、戦前期のものには国会図書館の近代デジ
タルライブラリーからネットで読めるものもある。

1．地理的認識の展開

 地理学geographyという言葉は、ギリシャ時代に生まれた土地を描くgeo-graphiaに起源をもつ。

〈フィロソフィア＝知識愛〉といわれる歴史と地理も渾然一体とした自然哲学的世界観がまず興った。

紀元前700～500年頃の作とされる粘土板に描かれた バビロニアの地図では同心円状の環が大洋で、

中心にユーフラテス川やバビロンの地が描かれている。古代ギリシャ人の地理観は環海（オケアノス）

に囲まれた大地を円盤状と考えた。自らの住む世界を中心に置きながらも、可能な限りの情報収集に

よって知り得る世界を描いた。ギリシャのヘカタイオスによる『周遊記』（B.C. 6世紀）の地理的記述

（図12-1-1）や、ヘロドトスの『歴史』にもこの世界観が顕著である。ヘレニズム時代はアレキサン

ダー大王の遠征で地理的知識が格段に広がるとともに、アレキサンドリアのエラトステネスによる地

図12-1-1　ヘカタイオスの世界
〔藤岡謙二郎編『最新地理学辞典新訂版』大明
堂、1979〕

図12-1-2　プトレマイオスの世界図
〔日本地誌研究所編『地理学辞典』二宮書店、1974〕
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